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デジタルでつなぐ、人・まち・沼津

02 基本方針

目指す方向性と基本的な考え方
02

1

デジタル技術を最大限に活用し、市民一人ひとりの暮らしの質を高めるとともに、

効率的で持続可能な行政運営を実現し、活力ある沼津を未来へつなぐ

市民中心

常に市民の視点に立ち、利便性の向上を追求します

業務改革

既存の業務プロセスを抜本的に見直し、効率化・最適化を徹底します

持続可能な行政運営

行政全体のデジタル対応力を高め、持続可能な行政運営を実現します

【５つの基本施策】

①市民サービスの
デジタル変革

②行政運営の
業務効率化

④デジタル基盤
の整備

⑤地域社会・
産業のDX

③デジタル人材
の育成

ミッション

【目的・使命】

ビジョン

【目指す姿】

アクション

【行動指針】

市民にとって

いつでも、どこでも、かんたんに利用できる、一人ひとりに寄り添うスマートな市役所

職員にとって

デジタルの力で業務を再構築し、創造性を発揮できる、働きがいのある市役所
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デジタル技術を最大限に活用し、市民一人ひとりの暮らしの質を高めるとともに、効率的で持続可

能な行政運営を実現し、活力ある沼津を未来へつなぐ

沼津市は、多くの自治体と同様に人口減少や多様化する市民ニーズ、限られた財源や人材などの課題に直面しています。

これらの課題を乗り越え、持続可能な行政サービスを提供するためには、デジタル技術の活用が不可欠です。

本計画で定めるDX推進の目的・使命は、市民の利便性向上と行政運営の効率化を両立させることで、本市の活力を次

世代へと継承することです。

ミッション【目的・使命】

人口減少

多様化する市民ニーズ

社会背景

市民の利便性向上

職員の業務効率化

DX推進

限られた財源・人材 沼津市の活力を

次世代へ継承

目指す方向性

デジタル技術の活用

暮らしの質向上

持続可能な行政サービス
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ビジョン【目指す姿】

誰でも安心して行政サービスを利用できるデジタル社会を目指します。

時間や場所に関係なく、スマートフォンなどで簡単に手続きができる利用

しやすい市役所づくりに取り組みます。

いつでも、どこでも、かんたんに利用できる、

一人ひとりに寄り添うスマートな市役所
【市民にとって】

業務の自動化や効率化について、デジタル技術を活用して進めることで、

職員が能力を発揮できる職場づくりに取り組み、職員が市民に寄り添っ

たサービスや新しい政策づくりなど、創造的な業務に力を入れられる体制

を目指します。

デジタルの力で業務を再構築し、

創造性を発揮できる、働きがいのある市役所
【職員にとって】 




